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Le poesie d’amore del Tasso sono state spesso musicate, e sono gia per se musicali. In 
antica Grecia, dice il poeta a questo proposito， “おrono i medesimi i musici e i poeti” ， per1ゐ

“queste arti fur divise per l'umana imperfezione” .  11 Tasso negli anni 1 580 ,  desideroso di 
es sere “s泊iile a Socrate che imparo musica ne la sua vecchiezza" , studia la teoria della musica 
e compone quei madrigali i quali, come afferma Giorgio Pe仕occhi， “hanno gia in se stessi una 
loro propria musica" . Ma, pochi di questi madrigali leggiadri sono compresi nelle due edizioni 
delle Rime curate dallo stesso poeta e pubblicate negli anni 1 5 9 1  e 1 592 .  Leggendo i commenti 
(o “l’esposizione” ） che accompagnano le poesie dell’edizione del 1 592  si nota 回 i nomi solenni 
(Platone, Aristotele, Cicerone, Plutarco, S. Agostino, Pe甘area, Dante ecc. ) il gusto letterario 
e filosofico dell'ultimo Tasso. 

キー ワ ー ド ： 拝情詩集 （Rime） 、 タ ッ ソ （Tasso） 、 マ ド リ ガー レ （Ma合igale)

ペ ト ラ ルカ ( 1 304- 1 374） や タ ッ ソ ( 1 544- 1 595） ら が詠んだ短詩の一部は、 1 6 ～ 1 7世紀頃 に メ ロ デ ィ ー
がつ け ら れ、 印副本 に よ っ て の み な ら ず、 演奏 に よ っ て も 人 口 に檎策 し て き た。 例 え ば、 “Chiare,
仕esche e dolci acque” で始 ま る ペ ト ラ ル カ の 有 名 な カ ン ツ ォ ー ネ は、 1 7 世紀 の パ レ ス ト リ ー ナ が 作
曲 し た 四 声 マ ド リ ガー レ の 歌詞 と な っ て い る 。 タ ッ ソ の場合 に は、 代表作 の 叙事詩 『解放 さ れ た エ ル
サ レ ム』 の 主要な場面 を 構成す る 詩 な ど に 加 え て 、 1 ,700篇 あ ま り の短詩か ら 成 る 持情詩集 『 リ ー メ 』
の 中 の 1 40篇余 り が、 （筆者 の 手元 に あ る 資料か ら 推測す る と ） 詩 人 が 没す る 1 59 5 年 ま で に 延べ320回
余 り 、 歌調 と し て公表 さ れて い る 川。

持情詩 は 周 知 の よ う に 歌 と 踊 り を母胎 と し て お り 、 古代ギ リ シ ャ に お い て は 或 る 時期 ま で、 「持情
詩 人 は作 曲 家 を 兼ね て い た」 （ タ ッ ソ ） 山。 文人 と し て 少年期 よ り 拝情詩 の 創作 に 取 り 組ん で き た タ ッ
ソ に と っ て、 自 作 の 詩 が次 々 と 作 曲家 の 手 で音楽化 さ れ て い く と い う 状況は、 そ う し た 本来 の 持情詩
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「 （創作 に たず さ わタ ッ ソ 日 く 、に 関す る 認識 を 新 た に す る も の で あ っ た に ち が い な い。 歌や踊 り は、
る ） 人 間 の才能の欠知J ( 3 ） に よ っ て詩か ら 離れて い っ た が、 詩は こ と ばの技巧 に よ っ て音楽的な 美 し
さ を 保 た な け れ ば詩 で は な い 。 それ ゆ え に おそ ら く 、 タ ッ ソ は青年期 に 二 人 の 宮廷女性 に 捧 げた詩文

こ とを 、 後年 に な っ て し ば し ば修正 し 、 絶妙な音感 の 美 を 湛え る 「歌」 に ま で高 め て い る の で あ る 。
音楽 に 属 す る も の と 捉 え て い た はずば と い う も の を 、 哲人 プ ラ ト ン の 教 え に従 う タ ッ ソ は、 文芸 と 、

で あ る ｛ヘ 詩 の こ と ば も ま た、 それ 自 体が音楽的な 響き を 醸 し 出すべ き も の で あ り 、 か よ う な詩的言
語の範 を 1 4世紀 に 示 し た の が、 恋人 ラ ウ ラ に寄せ る 詩片の集を編んだペ ト ラ ル カ で あ っ た。 だが、 タ ッ
ソ に よ る 『 リ ー メ 』 推敵の 跡 を 追 う と 、 音楽 に 自 作の持情詩 を 近 づ け よ う と 詩 人が 自 ら 試みた の は 中
年期 の 一時期 で あ っ た よ う に も 思われ、 以後、 その作業はタ ッ ソ の詩 に 強 い 関 心 を 抱 く 作 曲家 た ち に
よ っ て行われて い く 。

本稿で は、 創作活動 の 中 で音楽の価値 を 強 く 認識す る に い た っ た 中 年 タ ッ ソ が、 先行す る 時代 に 形
成 さ れて い た持情詩 の 言語 に 、 独 自 の彫琢 を 加 え て い っ た過程 を 明 ら か に し た い。 検討の主た る 対象

そ れ ら の 多 く は 1 580年代 に は広の第一部 を構成す る 恋愛詩で あ り 、と な る の は 『 リ ー メ 』 （全 3 部）
く 知 ら れて い た が、 全499篇 の う ち の 1 80篇 が 1 5 9 1 年 に 、 初 め て タ ッ ソ 自 身 の 監修 の も と で刊行 さ れて
い る 。 そ の 1 59 1 年版の 増補版が翌 1 592年 に 出 て い る が、 そ こ に お い て注 目 さ れ る の は、 各 々 の 短詩 に
添 え ら れた Espositioni、 すな わ ち 著者 タ ッ ソ に よ る 「注解」 で あ る 。 自 作 の持情詩 へ の 「注解J は、
タ ッ ソ の 初 期 の 短詩42篇 を 含 ん だ 1 567 年 出 版 の 詞華集 Rime de gli Accademici Eterei や 1 583～84年
頃 の テ キ ス ト の状態 を 証言す る 自 筆稿 Codice Chigiano L VIII 302 （ ヴ ァ チ カ ン 図書館蔵） と と も に、
『 リ ー メ 』 推敵の過程 を 探 る に あ た っ て貴重な資料 と な る も の で あ る 〈 引。

詩風の変化第 1 章

の 中 に 含 ま れ た タ ッ ソ の 恋 愛 詩 や 頒詩Rime de gli Accademici Eterei （ 以 下 Et疋rei 版 と す る ）
さ ら に は 1 5 9 1の 多 く は、 後 の タ ッ ソ 自 身 に よ る 再検討 を経て、 前述の 自 筆稿、(CXLIV～CLXXXV) 

年版の 中 に組み込 ま れて い く こ と に な る 。 そ の 中 のー篇で あ り 、 今 日 の 『 リ ー メ 』 《 S l 78番の原型 と な っ
た Eterei 版 の ソ ネ ッ ト を 1 5 9 1 年版 の 同 じ ソ ネ ッ ト の テ キ ス ト と 並べ て 挙 げて 、 初 期 タ ッ ソ に よ る 持
情詩 の特徴 を確認 し て お く 。 ( 1 592年版で削除 さ れ て い る Eterei 版の語葉に は消 し線 を 入れ、 1 592年版で新た

に 入 れ ら れ た 語集や句点や訂正 さ れた 語尾 に は波下線 を 引 く 。 1 5 9 1 年版に 関 し て は、 同 音 お よ び同字畳用 が レ ト

リ ッ ク と し て用 い ら れて い る と 思わ れ る 箇所 を 斜体で示す。 脚韻、 単語の移動 に つ い て は こ こ で触れな い 。 1 2行

目 以下 は省略す る 。 ）

1 5 9 1 年版Eterei 版 （CDCII)
1 

2 
3 
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Quando vedro nel verno il crine sp釘so
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Quando vedro nel v釘no il crine sparso 

col fior de gli 姐ni miei fuggito e sparso, 

aver di neve e di pruine algenti 
e ’l seren de' miei di 世eti 曹 rid明耐



non s釘ゐ pun旬 al 旬o bel nome scarso 

de le mie lodi e de gli 世間信 盲目白雌，

ne dal gel de-t'前告 白ano in me spenti 

quegli h町田di amorosi ond'or son aぉo.

企nr'io;- dr'm・ 町mb開 augel palus出 e roco, 

cigno parro lungo ii tuo nobil fiume 

che gi量 ！＇ore di morte abbia vicine. (. . . ) 

タ ッ ソ の 音楽的な詩 を め ぐ っ て

Al tuo bel nome io non sar，ゐ 眼き scarso

de le mie lodi, o de l'affetto ardente ; 

ne flan dal gelo 惣�型受， � spenぞ

quelle 殺別空 捌orose, ond’惣 son arso. 

想空 想 想野里竺更 augel palus同·i_, e roco, 

cigno paηbん lungo ii tuo nobil fiumei_, 
c’＇habbia l’hore di morte homai vicine. (. . .  ) 

5

6

7

8

9

叩

H

1 5 9 1 年版 の テ キ ス ト は、 少年期 の 詩 に お け る 意味内容 を ほ ぼ継承 し た も の で あ る が、 音読 し た と き

は る か に 安定感があ っ て、 軽や か な 印 象 を 与 え る 。 こ の ソ ネ ッ ト の 場合、 と く に 7 行 目 と 9 行 目 でそ

れ は 顕著 で あ り 、 単音節 の 語葉 （di, gel, in, me な ど） が大幅 に 減 っ た り 、 強勢 を 伴 う 音 節 の 連 続

(saro punto） が回避 さ れ た り し た こ と が、 滑 ら か さ を 生み出す大 き な要 因 に な っ て い る よ う に 思 わ れ

る 。 細 か く 検討す る 紙面 の 余裕は な い が、 こ の ソ ネ ッ ト に 限 ら ず、 少年期 の テ キ ス ト は概 し て重 々 し

く 感 じ ら れ、 不協和音や複数の 歯音が含 ま れた詩句、 発音 し に く い母音連続、 耳障 り な 音 の 連 な り 、

な ど がそ こ で は 比較的頻繁 に 現 れ る 。 い く つ か の 例 を 挙げよ う 。 （ と く に 発音 し づ ら く 思われ る 箇所 に 点

線下線 を入れる）

“E se  p町 an切 符·cultamente crebbe” （Eterei 版、 CLXXXIV) ,

“e ‘l 仰o ne的r t’＇involi" （ 問 、 CLXXXIV) ,

“ch ’'io piu non cheggio e non ho che narrarle, / che quanto unqua soffersi allo！.� �blio. ” 

（ 問 、 CXLVIII) ,

“ad arder son� �4. 男 parlar d匂more, /e 卯 Nettuno, e � Anfi出向 。r sai” （ 問 、 CLIV)

複数行 に 跨 っ た 句 （ ア ン ジ ャ ン ブマ ン） も Eterei 版 に は 少 な か ら ず見 ら れ る 。 こ れ は 、 タ ッ ソ よ

り 少 し 前 の 時代 に い る デ ッ ラ ・ カ ーサが度 々 用 い た技法で あ る 。 初期 の タ ッ ソ は こ の詩 人 を 高 く 評価

し 、 持情詩 に 「威厳J (manificenzia） や 「重厚 さ J (gravita） を 与 え る た め の 一 手法 と し て、 ア ン ジ ャ

ン ブマ ン を 自 ら も 用 い て い る の で あ る 。 し か し 、 中 期 タ ッ ソ に よ る 持情詩では、 テ キ ス ト 中 の ア ン ジ ャ

ン ブマ ン を 取 り 除 い て い く 傾向が認め ら れ る 。 一例 と し て、 『 リ 一 メ 』 52番 中 の 二行連句 を 挙 げよ う 。

そ こ で歌われて い る の は恋 人 で あ る 女性の母親 （ “nemica d’Amor' で あ る 。

Eterei 版 （CLXXII)

lassa, che non t'ascondi ed in romita 

parte e selvaggia i giomi es甘emi spendi ? 

1 59 1 年版

che non t'ascondi homai sola, e romita, 

e 'n humil cameretta i giomi spendi ? 

Eterei 版 で は “in romi飽／p制e e selvaggia” がー続 き で あ り 、 「 あ あ 、 も はや 立 ち 去 っ て 、 最後 の
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日 々 を 寂 し く 都 びた場所で過 ご し 給 え」 と い っ た訳 に な ろ う 。 1 5 9 1 年版 で は 「 も はや一人で、 寂 し く

立 ち 去 っ て、 簡 素 な 小部屋で暮 ら し 給 え 」 と な る が、 “romita” の 後で 意 味 上 の 一段 落 が あ る の で、

詩行 を 跨 い だ句 の ま と ま り は な い。 つ ま り 、 以前の詩句 の意味内容が さ ほ ど大 き く 変 え ら れず に 、 一

種 の 「渋 さ 」 （asprezza） を 生 み 出す と さ れた ア ン ジ ャ ン ブマ ン が取 り 除 か れて い る 。 歌われて い る 事

柄 の 内容 に も よ る が、 中 期 の タ ッ ソ が 自 ら の 持情詩 に 概 し て授 け よ う と し た の は、 例 え ば次 の 詩 句 に

は っ き り と 感 じ ら れ る よ う な音楽性、 滑 ら か さ で あ っ た よ う に思われ る 。

Non fonte o fiume od aura / odo in piu dolce suon di quel di Laura ; / 

nと ‘n Lauro o 'n pino o ‘n mirto / mormorar s'udi mai piu dolce spirto. （…） 

(T. Tasso, Rime, 1 37) 

第 2 章 描 く 詩人、 歌 う 詩人 を 目 指 し て

皇些t rugiada o 盟d pi制ω

世d la炉me eran que/le 

che sparger vidi dal no住町no manto 

e dal candido volto de le stelle ? 

� I!.笠並宣 semino la bianca luna 

di cristalline 盤佐 un puro nembo 

a l'erba 企esca in grembo ? 

Perche ne l’aria bruna 

s'udian, quasi dolendo， 恒堅型空 坐型型空

gir l’aure insino al giorno ? 

F町 se酔i forse de la tua partita, 

vita de la mia vita ? 

あれは知何な る 露、 如何な る 嘆 き 、
知何な る 涙だっ た の か、
夜の帳か ら 、 星々 の 白 んだ表面か ら
放たれる の を、 私が認め た の は ？
なぜ蒼 白 の 月 は降 り 注がせ た の か 、
水晶 の よ う な 星 を 含んだ粋な る 雨 を
ひ っ そ り と し た奥地の若草の 聞 に ？
なぜ暗褐色の大気の な か で
悲 し み を 周 囲 に 示すか の よ う に 聞 こ え た の か 、
夜明 け ま で音 を 立てて い た微風が ？
それは あ なたが去っ た こ と の 印だっ た の か ？
わが命で あ る 命 あ る 方 よ 。

(T. Tasso, Rime, 324) 

1 

2 

3 
4 

5 

6 
7 
8 

9 
1 0  

1 1  

1 2  

タ ッ ソ の短詩は し ば し ば視覚的な イ メ ー ジ を も 喚起す る 。 現代の批評家た ち はそ う し た絵画詩 を 評

し て、 indefini旬、 sfuma旬 な ど と い っ た 形容調 を し ば し ば用 い て、 そ こ で描 か れ た 万 物 の 輪郭 が ぼや

け て 見 え る こ と を 指摘 し て き た。 タ ッ ソ 自 身 も 自 ら を 「語 る 画家」 と 称 し て、 外 形 の 美 （forma） を

画家の技法で捉 え、 描写す る 画家的詩 人 で あ る こ と を 自 負 し て い る 。 し か し 、 タ ッ ソ に よ る こ と ばの

「絵」 は、 モ ミ リ ア ー ノ が述べて い る よ う に げ ｝ 、 概 し て バ ロ ッ ク 絵画的であ り 、 「は っ き り と 規定 さ れ

る 情景 よ り も そ の情景 に 漂 う 気配 を 、 人物の特徴よ り も そ の 人物 の 心 の 状態 を 描 い て い る 」 。

中 期 タ ッ ソ に よ る 324番の詩 （上掲） を 読んでみて も 、 「月 」 や 「草」 な ど の特質や色彩は捉 え う る

が、 描かれた場面 の 情景 は確か に 漢 と し て い る 。 だが、 な に か し ら 不可思議で、 メ ラ ン コ リ ッ ク な 世
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界がそ こ に あ る と い う 以上 の 印 象 を こ の マ ド リ ガー レ に 接す る 本稿の 読者が受 け な い な ら ば、 それが
願わ く は、 筆 者 に よ る 相 当 に 直 訳 的 な 邦訳 の 拙 さ の ゆ え で あ る こ と を 。 こ の詩 はそ う い う 視覚的な情
景 を 鑑賞者の脳裏 に 現 出 さ せ る こ と を 究極の 目 的 と す る も の で は な く 、 鑑賞者 に 聴覚 を も 駆使 さ せ、
そ の 響 き を 聞 く こ と を 求 め る 、 そ う い う 音楽 を い わ ば指 向す る 詩な の で あ る 。 つ ま り 、 こ の 詩文は音
の 効 果 に か か わ る 巧 妙 な 技 法 に よ っ て 、 外 形 の 美 と と も に 、 タ ッ ソ が 言 う と こ ろ の 「 優 美 さ J
(grazioso ま た は grazia） を 読 者 に 伝 え よ う と す る 詩で あ る と 筆 者 に は思わ れ る の で あ る 。

い ま す こ し 、 上 の 324番 の 詩 の 響 き に 関 し て、 修辞法 の面か ら 検討 を 試み て み よ う 。
原文 中 に 散見 さ れ る 同 語 反 復 （下線で 示すqua！叩1al, perche-perche, stelle-stelle, intomo-intomo, 

vita-vita） は、 タ ッ ソ 自 身が 『英雄詩論』 で 明 か し て い る よ う に 、 文 章 に 「優 美 さ 」 を 与 え る 重要な
手法で あ る 。

“la ripetizione, o la replica che vogliam dirla . . .  usata per acquis飽r g沼ia” 「反復、 つ ま り （語柔 の ） 繰 り
返 し は優 美 さ を獲得す る た め に 用 い ら れ る 。 」 (T. Tasso, Discorsi de/ poerna eroico, 6 ) 

反響効果 の あ る 連結韻 （ 6 ～ 7 行 目 nembo・grembo、 9 ～ 1 0行 目 intomo-giomo、 1 1 ～ 1 2行 目 p紅tita
vita） 、 1 行 目 と 2 行 目 の頭韻 （qual-quai） 、 4 行 目 と 5 行 目 の 頭語畳用 （e-e） な ど は、 こ の 詩が音読
さ れた と き に、 軽妙で酒脱な趣 を 聞 き 手 に 感 じ さ せ よ う と す る 狙 い か ら 入れ ら れた の で あ ろ う 。 こ う
い う 「 こ と ば遊びJ が持情詩 の価値 を 高 め る こ と を、 タ ッ ソ はペ ト ラ ル カ に よ る 次 の詩文 を 挙 げて 説
い て い る 。

“L’aura, che ‘l verde lauro e l・a町·eo crine. ” （Petrarca, Rime, CCXLVI, v. 1 ) 

ま た 、 1 1 音 節 か ら 成 る 5 ～ 6 行 目 は、 ア ン ジ ャ ン ブマ ン に な っ て い る に も か か わ ら ず、 流 音 “l”
の連続で間延び し た 印象 を 与 え て い な い。 む し ろ 長 い 詩句 の 連な り を こ こ に 入れた こ と が、 や は り 流
音 （r） を 含 ん だ 7 行 目 の 7 音 節 詞 の 軽や か な リ ズム を 際立 た せ て い る よ う に も 思 わ れ る 。 流 音 の 中
で も と く に γ を 多用 す る こ と は、 ウ ェ ルギ リ ウ ス の詩文 （ “quaeque lacus late liquidos” ， Aen. IV, 
v.526） を 例 に し て タ ッ ソ 自 ら が示 し て い る よ う に 、 や は り 「優美 さ 」 の 獲得 に つ な が る の で あ る 。

" . . .  grandissima g冨zia e bellezza ancora suol nascere da quelle lettere che son dette liquide , e piu che da 
1・al田， da l …” 「流音 と 呼 ばれ る 文字 に よ っ て も 絶大な る 優 美 さ が 生 み 出 さ れ る 、 それ ら の文字の 中 で も と
く に l に よ っ て … 」 (T. Tasso, Discorsi de/ poerna eroico, 6 ) 

こ の 324番は 『 リ ー メ 』 第 1 部で展開 さ れ る 筋 と は直接 に 関係 し な い 所調 Rime amorose es仕avaganti
に 分類 さ れ る も の で あ る が、 こ の よ う に音調の面か ら 十分 に 計算 さ れ、 お そ ら く 宮廷 で 吟唱 さ れ る こ
と を 想定 し て作 ら れた の で は な い か と 思 う 。 ルネ サ ン ス の 詩 人 た ち は一般 に 、 詩文 に 合わ せ て 曲 を つ
く っ た り は し な か っ た、 い な 、 曲 を つ け る 能力 を 持 っ て い な か っ た。 文学や哲学 に 関 し て は き わ め て
造詣が深か っ た タ ッ ソ も 音楽実技や理論 に 関す る 教育は受けて い な い。 だが、 そ の 中 期 の 散文著作 に
は音楽 に 関 す る 記述が散見 さ れ、 La Cava/etta overo de la poesia Toscana ( 1 587年公表） に お い て は
「晩年 に 音 楽 を 学 ん だ ソ ク ラ テ ス 」 の ご と き 人物 に 自 ら がな り た い と も 述べ て い る 刷 。 ま た 、 タ ッ ソ
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が所持 し て い た （偽） プル タ ル コ ス の楽書 De musica 『音楽 に つ い て』 （ ヴ、 ア チ カ ン 図書館蔵） に も 、
中 年 に さ し か か っ た詩 人 の 手 に よ る 書 き込みがぎ、っ し り と 入 っ てお り 、 精読の跡がは っ き り と 認 め ら
れ る （ 9 ） 。

324番 に 話 を 戻す と 、 1 2行 目 の “vita della mia vita” は、 248番の 冒 頭句 に も な っ て い る 言 い 回 し で
あ る が、 それは或 る 研究 に よ れば1 6世紀末 の歌謡 に お け る 定型表現で あ っ た （（O ）。 恋愛詩作成 に あ た っ
て 詩 人 が歌話 を 意識 し て い た こ と を 推定 さ せ る も の で あ ろ う 。 『 リ ー メ 」 の 第 1 部 に 含 ま れ た短詩 に
は、 他 に も “Andatemi ben mio” 、 “Or ti lascio crudele” 、 “lunge de gli occhi vostri” な ど、 当 時 の 歌

の フ レ ー ズが し ば し ば含 ま れて い る 。 音楽は、 カ ス テ ィ リ オー ネ の 『宮廷 人』 の記述な ど か ら も 把握
さ れ る よ う に 川、 1 6世紀の宮廷人の噌みであ っ た。 と く に タ ッ ソ が滞在 し た フ エ ツ ラ ー ラ やマ ン ト ヴ ァ
の宮廷は、 著 名 な 作 曲家や演奏家た ち を 保護 し て い た こ と で知 ら れ て い る 。 そ う し た音楽家た ち の 存
在 を タ ッ ソ が或 る 時か ら 強 く 意識 し 、 詩 と の 関係 に お い て音 楽 に 対す る 関心 を 高 め て い っ た こ と は疑
い が な い だ ろ う 。 La Cavaletta の 一 節 で タ ッ ソ は、 ス ト リ ッ ジ ォ （Alessandro Striggio） や ル ッ ツ ァ
ス キ （Luzzasco Luzzaschi） ら に よ っ て、 「柔弱で女性的な」 要素 を排除 し た、 格調高 い 詩 に ふ さ わ し
い 曲 が書かれ る こ と を期待 し て い る 。

「ス ト リ ッ ジ ォ 、 ジ ヤ ッ ケ ス 、 ル ッ チ ァ ス キ ら を は じ め、 秀でた音楽の師匠た ち に 、 か の 荘重な
調 べ を 音楽 に 賦与す る よ う 私 は求め て い る の です。 J （叩

し か し 結果的 に は タ ッ ソ の ほ う が、 作曲家の要求 に応 じ た詩 を書 く こ と に な る 。 た と え ば著名 な ジ エ
ズ ア ル ド （Carlo Gesualdo） に タ ッ ソ は46篇 の 短詩 を 1 592年 に 送 っ て い る の で あ る が、 こ う し た作 曲
家 た ち と の 関係 に お い て注 目 さ れ る の は、 詩人 と し て の地位 を す で に 確立 し て い た タ ッ ソ の 腰 の低 さ
で あ る 。 ヴ ェ ノ ーサ の 領主で も あ っ た こ の 作 曲 家 に 対 し て タ ッ ソ は、 「新 た な （音楽 の） 形式 に 合致
す る べ く 自 ら が変 わ る （mi sforzero di trasmutarmi in nuove forme） 」 （ （；l) こ と を 述 べ て い る 。 つ ま り 、
作曲家 と の連携 を 抜 き に し て詩 と 音楽の融合は困難で あ り 、 そ の 実現 の た め に は詩 人 で あ る 自 ら が作
曲 家 の 要求 に 応 じ る 構 え を 、 1 592年 の タ ッ ソ は見せて い る 。 と こ ろ が、 音楽 と の融合の程度 に よ っ て
詩 の 優劣が決 ま る の で は な い こ と も 、 こ の 時点の タ ッ ソ は主張 し て い た の で あ り 、 そ の点 に つ い て は
第 5 章で触れ る こ と に す る 。

第 3 章 詩の趣 と 響き

『 リ ー メ 』 第 l 部 に お け る 詩 の こ と ば と 内容 に つ い て の考察 を 続 け よ う 。
中 期 タ ッ ソ に よ る 次 の498番 も 、 こ と ばが 「詩 の 中 で、すで に 音 楽 に な っ て い る J ( ( I ) と 評 さ れた マ ド

リ ガー レ 形式の 「歌j で あ る 。 こ こ では、 静粛 の 提 を 遵守す る 夜 の 自 然が、 声 を 抑 え て噴 き あ う 恋 人
た ち 、 そ し て恋 人 た ち を支配す る 愛 と の対比の も と で歌われて い る 。 詩句 に 含 ま れ る 音 に 注意 し て、
原文 の ほ う を 音読 し てみた い。

Tacciono i boschi e i fiumi 
e ‘l mar senza onde giace, 

森や川 は押 し 黙 り
海は波立たず横たわ り
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ne le spelonche i venti han 仕egua e pace, 洞窟では風が凪ぎ、 静 け さ が広が る 。 3 
e ne la notte bruna 暗褐色 の夜、 4 

alto silenzio fa la bianca luna : 蒼 白 の 月 が深 い 静寂 を 周 囲 に投 げか け る 。 5 
e noi tegnamo ascose 私 た ち は隠そ う で は な い か、 6 
le dolcezze amorose : 私 た ち の甘い愛を。 7 
Amor non parli o spiri : 
sien 竺笠!J. i baci E 竺竺空 i miei sospiri. 

愛よ、 何 も 語 ら な い で く れ、 息づか い も し な い で く れ、 8 

接吻が、 嘆息が音 を 立て て響か ぬ よ う に。

(T. Tasso, Rime, 498) 

9 

こ と ばが放つ 響 き は、 言 う ま で も な く 詩 の 生命 で あ り 、 響 き の種類 に よ っ て 詩 の趣が変化す る 。 と
く に 498番 の ご と く 途 中 で趣 に 変化があ る 詩 に お い て、 タ ッ ソ がそれぞれ の 趣 に 適合 し た こ と ばの 選
択 に 腐心 し な か っ た はずはな い 。 例 え ば 7 行 目 で dolcezze と い う 単語 が用 い ら れて い る の は、 単 な
る 思 い つ き に よ る も の で は な い だ ろ う 。 こ の 単語 の 響 き は、 「 z の気息は美」 と し た ベ ン ボ （イ タ リ
ア 語史 に 大 き な影響 を 及 ぼ し た 『俗語 に つ い て の散文』 の著者） けお の 洗礼 を 受 け て い た ル ネ サ ン ス の
読書家 た ち に は、 甘美な音 と し て捉 え ら れ て い た 。 dolcezze を修飾す る amorose も 、 母音 を 多 く 含
ん で い る が ゆ え に 響 き が甘美で あ り 、 甘美な愛に言及 し た 6 、 7 行 目 の 文脈 に ふ さ わ し い。

“le parole piene di vocali sono piu dolci … ”  「母音 を 沢 山 含 む単語は甘美 で あ る J (T. Tasso, Discorsi def 
poema eroico, 6 ) 

官 頭 か ら 5 行 固 ま で の 前 半 部 は 、 一転 し て厳粛で、 神秘的な詩趣 を 伴 っ た 内 容で あ る 。 そ こ に は
spelonche、 住egua、 giace の よ う な 子音連続や二重母音 を 含 ん だ重 々 し い 感 の あ る 語繋が配列 さ れ て
い る 。 書 き 始 め の tacciono お よ び最終行 の sien は、 発言 を 制 止 し て沈黙 さ せ る と き に 用 い ら れ る 感
嘆詞 （ “zi” ） を 連 想 さ せ、 緊迫 し た 雰 囲 気 を 冒頭部 と 最後 の 二行節 に 与 え て い る 。 無 生 物 の 森、 川 、
海が押 し 黙 っ た り 、 横 た わ っ た り す る と い う く だ り で は、 壮大 さ と 結 びつ く と さ れた 隠 喰 の 一種で あ
る 活織が用 い ら れて い る 。 ま た 、 5 行 目 で表現 さ れて い る 「月 の 静 け さ 」 は古典 の荘重詩か ら の 借用
（ “per amica silentia lunae” ） ( l ti) を 推察 さ せ、 こ の詩 の 格調 を 高 め て い る 。 前 半部 に お い て、 静寂 と い
う ひ と つ の 主題 を め ぐ っ て長 々 と 述 べ る こ と も 、 重 々 し さ を 表現す る の に 有効 な 手 段で あ る 。

一l fermarsi molto in una cosa … giova molto a la gravita” 「ひ と つ の 内容 に長 く 止 ま る こ と は重 々 し さ の
（獲得の） た め に有益で あ る 。 」 （T. Tasso, Discorsi def poema eroico, 6 ) 

き わ め て簡単な考察で は あ っ た が、 こ の よ う に 中 期 の タ ッ ソ は、 それぞれ の 詩 句 に 付与すべ き 趣 を
考慮 に 入れて、 そ の 趣 に ふ さ わ し い 音 を 備 え た語葉 を選び、 音 を 効果的 に 響 か せ る べ く 技巧 を 凝 ら し
て い る 。
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第 4 章 「歌」

こ の 音感豊かな詩的言語 こ そ が、 中 期 タ ッ ソ の持情詩 を 、 そ し て、 持情性が強 く 察知 さ れ る 叙事詩
ま で を 特徴づけ て い る と 言 っ て も よ い だろ う 。 それは 自 然界 に 存在す る 音、 と く に 歌 の よ う に も 聞 こ
え る 甘美な音、 あ る い は （先の 324番 に お け る 微風 の よ う な） 人が察知 で き な い よ う な か す か な 音 な
ど を 表現 し た時、 と り わ け見事 に そ の 「音色」 を響か せた と 筆者は思 う 。 『解放 さ れ た エルサ レ ム 』
の 1 6歌で、 タ ッ ソ が聖書鵡の 鳴 き 声 を詩 に 再現 し て い る 箇所を読んでみよ う 。 購鵡が い る の は、 ア ル ミ ー
ダが、 そ の恋 の 虜 と な っ た リ ナル ド と と も に 過 ご し て い る 楽 園 の ご と き 島で あ る 。 （問語反復 を 下線で、
同音お よ び同字畳用 を 斜体で示す、 A, B, C … は脚韻 の 型 を 示す）

一 Deh, mira - egli cantゐ spuntar la rosa A 
del verde suo modesta e verginella, B 
che 竺笠笠 aperta ancora e 型空型 ascosa, A 
q回nto si mos佐a men, tanto e piu be/la. B 
Eー笠翌_p!!l_ nudo il sen gia bandanzosa A 
dispiega ； 坐笠� langue e 空笠E笠 但d包 B 

亜里� 竺空空2竺r che desiata inanti D 
fu da mille donzelle e mille amanti. D 

Cosi trapassa al trapassar d’un giorno C 
de la vita mortale il fiore e 'l verde ; E 
恒 perche faccia indie仕u april ritorno, C 
si rinfiora ella mai, ne si rinverde. E 

Q望坐型空 色旦塑 in SU ’l mattino adorno C 
di questo di, che tosto il seren perde ; E 
自白型空 d’amor 色旦塑 ： amiamo or quando F 
esser si puote riamato amando -. F 

(T. Tasso, Gerusalemme liberata, 1 6 ,  1 4- 1 5) 

鶏鵡が人 の 言葉 を 真 似 る か の よ う に、 こ の 連続す る こつ の 8 行詩 の 中 では、 頭韻や脚韻 を ふ ん だ単
語 同 士、 あ る い は繰 り 返 さ れ た 単語 同 土が響 き あ う よ う に 工夫 さ れて い る 。 内容的 に も こ の 「歌J に
は起承転結が あ っ て、 明 日 に は 老 い が迫 る の で あ る か ら 、 「 い ま 愛 し 合お う 」 と い う 結句 の 主張 に い
た る 。 古来 の文学で用 い ら れ た 「蓄微 を摘 も う J の比喰 を含んだ こ の一節は、 それ 自 体が音楽的な創
作 に な っ て い る と 言 っ て も 過言ではな い。

そ し て、 こ れ ま で挙げた詩 に お い て も そ う で あ っ た よ う に 、 こ こ で も 自 然界は、 人 間 に メ ッ セ ー ジ
や警告 を 送 っ た り す る 、 人 間 と か かわ り の あ る 存在 と し て描かれて い る 。 そ の メ ッ セ ー ジや警告は音
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を 介 し て伝 え ら れ る の で あ り 、 音 を 発す る 自 然界は、 い わ ば楽器で あ り 、 ま た 音源で あ る 。 周 知 の よ

う に 中 世 末 の ダ ン テ は、 自 然界 が あ る 地上ではな く 、 天上界の音楽的な調 べ を 詩 に 取 り 込 ん だ。 それ

は 中 世後半 ま で の 西欧が、 不気味な原生林 の 森 に 覆われて い た と い う 現実 と 無縁 で は な い だ ろ う 。 し

か し 、 「ル ネ サ ン ス の 父」 と も 呼 ばれ る ペ ト ラ ル カ 以降、 人聞社会の 周 囲 に あ る 自 然界 は そ の 荒 々 し

い 本性 を 失 い 、 人 間 に優 し く 語 り か け、 と き に は人聞 に と っ て心地 よ い 音 を 発 す る よ う に な っ て い た。

そ の 心地 よ い 音 が多 く の ル ネ サ ン ス の 人 々 を 魅 了 し て、 当 時 の持情詩 人達の 眼 を ぺ ト ラ ル カ の 詩 に 向
け さ せた の で あ っ た が、 タ ッ ソ に い た っ て、 自 然界 の 音 は よ り 完全な音楽性 を 得 る に い た っ た 、 そ の
よ う に 捉 え て お き た い。 ペ ト ラ ル カ が音楽の リ ズム を 詩 に 与 え た の に 対 し 、 タ ッ ソ は音韻面か ら 詩 を
音 楽 に 近 づ け よ う と し た、 と 述べ る 研究者 も い る ｛へ と も あ れ、 清流の流れや木 々 、 朝 の 微風な ど が
発す る 心地 よ い音は、 タ ッ ソ の次 の よ う な短詩 の 中 で 自 然賛美の 「歌J と な っ た の で あ り 、 そ の 「歌」
は一一一1 7世紀前 半 の モ ン テ ヴ ェ ルデ ィ に よ っ て 曲 が 付 け ら れ る 前 に す で に一一愛 し き ラ ウ ラ の 名 を う
ち に 含 ん だ愛 の 「歌J に も な っ て い た の で あ る 。

Ecco mormorar l’onde 
e 仕emorar le fronde 
a 思m mattutina e gli arboscel/i, 
� sovra i verdi rami i vaghi auge//i 
cantar soavemente 
e rider l’oriente ; 
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空 le campagne imperla ii dolce ge/o, 

空 gli alti monti indora. 
0 bella e vaga Aurora, 

I ’aura e tua messaggera, e tu de l'aura 

ch’ogni arso cor ristaura. 
(T. Tasso, Rime, 1 43) 

第 5 章 1 591 年版 （ お よ び1 592年版）

し か し 、 「歌」 と し て の 資 質 を 十 分 に 備 え た 詩 人 タ ッ ソ の恋愛詩が、 タ ッ ソ 自 ら に よ っ て編 ま れ た
1 5 9 1 年版 『 リ ー メ 』 に 含 ま れて い る と は限 ら な い の で あ る 。 本稿で挙 げた324番や498番の短詩はそ こ
に は掲 載 さ れ て お ら ず、 1 580年代 に し ば し ば曲 がつ け ら れた47番 （ “Non e questa la mano” ） 、 1 96番
（ “Felice primavera” ） 、 6 1 1 番 （ “La bella pargoletta” ） な ど も 、 撰者タ ッ ソ が持情詩 と し て の 高 い価値
を 最終的 に 認め る も の で は な か っ た。 多年 に わ た る 持情詩 人 と し て の活動の 集大成で あ る 1 59 1 年版 に
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収 め ら れ た 恋愛詩は、 必ず し も 滑 ら か な こ と ばが連な っ た 「歌J （そ の 多 く は 中 期 の タ ッ ソ に よ っ て
作 ら れた） で は な か っ た の で あ り 、 む し ろ 文学的 ・ 哲学的な含 み を 備 え て い る こ と が、 選 出 に 際 し て
の 決め 手 に な っ て い た よ う に思われ る 。

さ て、 1 5 9 1 年版 に 掲載さ れた 数少な い 「歌」 の ひ と つ に 、 前掲の 1 43番 （ “Ecco mormorar l'onde” ） 
が あ る 。 こ の マ ド リ ガー レ は、 他 の 多 く の音楽的な詩が不採用 と な る 中 で、 なぜ採用 さ れた の だろ う
か。 1 592年版の注解者タ ッ ソ は、 「麗 し き 曙 よ 、 微風は汝 の使者、 汝 は わ が女性 ラ ウ ラ の使者」 と 歌
う そ の 最後の 箇所 に 関 し て、 や は り 微風 を 曙の使者 と 位置づけ た ダ ン テ に 言及 し つ つ 、 次 の よ う に述
べ る 。

《こ の詩句は f曙を告げる 徴風が （云々 ） J と 歌 っ た ダンテに倣 っ て い る が、 詩人 （タ ッ ソ） が

曙を 自 ら の女性の使者と 呼んだのは、 曙が単な る 呂 の出の時ではな く 、 自 ら の女性の美を象徴

する も の であ る と 考え る か ら であ る。 そ し て、 デー メ ト リ オ ・ フ ァ レ レ ーオがサ ッ ポーの詩に

関 し て述べた こ と を （タ ッ ソ 自 身が） 忠実に 守 っ た こ と を、 こ の詩句に接する読者に示そ う と

し てい る。 サ ッ ポー は 自 ら の詩を圏、 ニ ン フ、 霊、 祝婚歌、 花な ど極め て美な る も の で満た し

た の であ り しY問。 》

タ ッ ソ が 自 画 自 賛す る の は、 曙 を ラ ウ ラ （タ ッ ソ の恋人 ラ ウ ラ ・ ペ ペ ラ ー ラ ） の 美 に 結 びつ け た 発
想 の適切 さ で あ り 、 そ の 発 想 が、 タ ッ ソ 日 く 、 「美 な る も のJ を 称 え た ギ リ シ ャ の 女流持情詩 人 サ ッ
ポ ー に 通 じ て い る 。 ダ ン テ は 曙 を 自 然現象の次元で捉 え て 歌 っ た が、 自 ら は曙 を 「美J と 重ね合わせ
る こ と で崇高化 し 、 それ に よ っ て古代の修辞学者デー メ ト リ オが 「神の ご と き」 と 表現 し た 間サ ッ ポー
に 近 づ く こ と がで き た。 つ ま り 曙 を 「美」 へ と 昇華 さ せ た が ゆ え に 、 1 43番は秀抜な 詩 と し て の評価
を 得 た と 考 え ら れ る の で あ る が、 「注解J に お け る 詩 の優劣 に 関 す る 判 断基準は、 こ う し た例 か ら も
察知 さ れ る よ う に 、 詩 の こ と ばの 音楽性ではな く 、 詩の 内容の崇高さ で あ る 。 崇高 な 内 容 を 備 え て い
た り 、 古今 の詩聖 に 範 を 得て い た り す る 自 作の恋愛詩 1 80篇 が 1 5 9 1 年 の 版 に 集 め ら れ、 1 592年版でそ
れ ら の 短詩 に 関す る 「注解」 が付け ら れ、 そ の いずれの作業 も 、 1 592年版 の タ ッ ソ に よ る ヴ、 ィ ン ツ エ
ン ツ ォ ・ ゴ ンザー ガへの献辞 に よ る と 、 タ ッ ソ 自 身 に よ っ て な さ れた。

そ し て詩 の 内 容 の 崇 高 さ 、 も し く は卓越性 に お いて、 晩年 の タ ッ ソ は 先行す る 時代 の詩人達 と 競 い
合 い 、 時 に はか れ ら を大胆 に も 凌 ご う と し て い く 。 と く に ペ ト ラ ル カ の詩 の く だ り は 「注解」 に お い
て し ば し ば引 用 さ れ る と と も に 、 比 較 さ れ、 と き に は内容の豊か さ や文学性 に お い て 、 自 作がそれ ら
に勝 っ て い る こ と が主張 さ れ る 。 そ う し た例 の い く つ か に 関 し て、 タ ッ ソ の詩 の く だ り と それ を解説
し た 「注解J の 訳 を 《 》 囲 み、 斜体太字で挙げ、 なぜタ ッ ソ が 自 作 を 高 く 評価す る の か を 確 か め て
お き た い。

－ 文体の カ と 愛 の 力 が詩作の 「撃」 と な っ た (Rime 1 36, vv. 1 - 2 )  

Sian vomeri ii mio stile, e l'aureo strale, 愛 よ 、 新 た な 月 桂樹 を 育て る 美 し き 大 地 に お い て、

Amor, al be! te汀en de! novo alloro ; わが文体 と （汝が持つ） 黄金 の 矢 を整 と し 給 え

《ペ ト ラルカ は 1 本の撃を耕作の道具 と し て、 すなわ ち 1 本の筆を詩作の道具 と し て用 いた。 し
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か し、 作者 ｛タ ッ ソ） は文体で も っ て、 矢 で も っ て、 つ ま り 詩と 愛 で も っ て大地 を耕す （詩作

を試み る） 倒。 》

－ 寓意が優れて い る (Rime 1 245,  vv. 1 - 4 )  

Passa la nave mia, che porta ii core わが帆船は心臓 を積み通 り ゆ く
sotto un sereno ciel di stelle adorno 晴れ渡 っ た 天 を 飾 る 星 々 の下で

per queto m紅e, e sta la notte, e ‘l giorno, 広 が る 静 か な 海 の な か 昼 も 夜 も

spiando i venti al suo governo Amore, 風を う かが い つ つ 舵取 る の は愛神。

《 （…） 自 ら の愛に関する雅な寓意であ り 、 ｛作者は） 次のペ ト ラルカ に よ る 寓意と競 う ．

fわが航船は 忘却を積み通 り ゆ く 荒れ る 波のなか 冬 の 夜更けの シ ッ ラ と カ リ ブディ の あ た り 、 舵

取る 船頭はわが主 いなわが宿敵に し て0 ) '21 1》 （ T j 部分は池田廉訳） 捌

－ 読者 を 驚かせ る 要 素 を 含 ん で い る (Rime 7 , vv. 9 - 1 1 ) 
Pero tesi 住a fior d’herba novella さ れば草原の花 々 の 中 に我

vaghe reti, sfogando i tristi lai, （…） 妖 し い網 を仕掛け て恋歌 を 歌え ば （…）

e 'n gentil laccio i’ sol preso restai, （…） 毘 に 我一人がか か っ て 囚 わ れ て し）

《「妖 し い縄J はペ ト ラルカ を模倣 した も の であ るが、 その舗を仕掛 けた男 ま でを虜に する舗な

の で、 ｛ペ ト ラルカ の調よ り も 作者の調は） 大きな聾き を与え る 《t:I)0 》

（ 「網」 に つ い て は Rime 146 の v. 8 に 関 す る 注解で も 説明が加え ら れ、 それがぺ ト ラ ル カ の 239番 に 見 ら
れ る よ う な実体 を 伴 う 「網」 で はな く 、 霊的な 「網」 で あ る こ と が述べ ら れて い る 。 ）

・ 絶大 な 美 と 高 い精神性 に 支 え ら れた 愛 を 表現 し て い る <Rime 4 ,  vv. 1 - 2 , vv. 9 - 1 1 ) 
Havean gli atti soavi, e ’l vago aspe仕0, 軽やかな動 き と 美 し き顔は
gia rotto ii gielo, ond’armo sdegno il core, わが心 を 硬 く し て い た氷 の 想念 も 溶 け し）

《作者はおのれの恋人 であ る 女性がペ ト ラルカ における ラ ウ ラ よ り ずっ と 美 し い こ と を示 し てい

る． ラ ウ ラ に悲 し た ペ ト ラルカ は し） 武装 し て いなか っ た の であ るが、 作者は武装 し て い た

に も かかわ ら ず （愛に） 打 ち 負 か さ れた 位.I) 0》

（ こ こ でペ ト ラ ル カ が武装 し て い な か っ た こ と を 証拠づけ る 詩 の く だ り と 、 ベ ン ポ に よ る 次 の 詩が提示 さ れ
る ： 「我、 一人 し て 進 め ば、 天 よ り 女人 が傍 ら に 降 り 給 う の を見 る 。 そ の 姿 を 見 つ め れ ば、 武具は我の 手 よ
り 離れて足元 に 落 ち 、 …J o こ の ベ ン ポ の 詩 の く だ り 仰 と 、 自 ら に よ る Rime 4 、 vv. 9 - 1 1 と を 比較 し て、
タ ッ ソ は さ ら に述 べ る 。 ）

Quando ecco un novo canto ii cor percosse, 妙なる 調べがわが心 に 届 き
e spiro nel suo foco, e phi cocenti その熱い部分に浸透 し た と き 、
fece le fiamme placide, e 位加.quille. 穏や かで静か な り し 炎が 勢 い づ き し）

《ベ ン ポ も 武器を身 に付けていた の であ るが し） 、 かれはその武器を地面に置 い たがた め に霊
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に敗れ、 作者は武器を手 に し ていながら敗れた． ベ ンボは女性の 手 に よ っ て、 作者は （女性が

歌 う ） 官美な歌によ っ ておのれの心を奪われた のであ る． 聴覚は触覚よ り も深 く 精神とかかわ っ

て い る の であ る か ら 、 ベ ンボの愛が物質的な重であ る の に対 し て、 作者の愛は崇高な愛 であ っ

た と 言え る 世ヘ 》

こ の よ う に 自 作 が さ ま ざ ま な点で優れて い る こ と を タ ッ ソ は示そ う と す る が、 先行す る 時代 の 持情
詩 人 た ち の 表現や詩想が 自 作 の 基礎 と な っ て い る こ と も 、 「注解J に お い て は包み隠す こ と な く 明 か
さ れ て い る 。 例 え ば gola と い う 単語 を 避 け て “tra ‘ bianco viso e '! casto p出o” と 詠んだの は ぽペ
ト ラルカ や他 の優れた詩人た ち が嫌 っ た語義》 を 避 け た か ら で あ り 、 f闘 を fac鵠 の意味で、 あ る い

は perche を benche の意味でそれぞれ用 い る と い っ た語法 も 《ペ ト ラルカ に よ っ て採用 さ れた》 と
い う 理 由 で多用 し た 聞 と 述べて い る 。 し た が っ て、 持情詩 の詩聖ペ ト ラ ル カ や そ の追従者で あ る ベ ン
ポ ら を タ ッ ソ は一方で モ デル と し て 伸 ぎつ つ 、 他方 に お い て、 こ う し た 前時代 の 詩 人 た ち の 創作 に は
希薄な、 崇高で、 驚異的な要素 を 自 作 に加え よ う と し て い た と い う こ と がで き よ う 。

1 6世紀後 半 の 持情詩 を 取 り 巻 く 環境は、 ペ ト ラ ル カ の 時代か ら 大 き く 変化 し て い た。 持情詩、 と く
に 恋愛詩は、 本稿の 官 頭で述べた よ う に音楽演奏 と の 結びつ き を 深め て い た の で あ り 、 両者 の 聞 に は
専門 職 と し て の 作曲家が い た。 詩 人 に音楽愛好者が求 め て い た の は 曲 の 素材 と な る 持情詩 を 詠む こ と
で あ り 、 タ ッ ソ はそ う し た宮廷社会 の期待 に あ る 程度 ま で応え よ う と し て い た。 し か し 、 晩年 に い た っ
て タ ッ ソ は 自 ら 率先 し て世俗的な音楽文化 に か か わ ろ う と す る 態度 を 改 め 、 作曲家 と の連携 と い う 条
件付の場合 に 限 っ て新た な恋愛詩 を詠んだ。 こ と ばの調べ に の み美 を 追求 し た 恋愛詩は、 老 い た タ ッ
ソ に は、 文 人 と し て の 名 声 を も た ら す手段 に な る と は思われなか っ た。 ゆ え に撰者タ ッ ソ は、 そ う い
う 単な る 「歌」 を 自 選歌集で あ る 1 5 9 1 年版 （お よ び1 592年版） か ら 締 め 出す の で あ る 。 だが、 作者 に
よ っ て削除さ れた 「歌」 は後の 時代 に再び脚光 を浴びて、 それ ら の 「歌J を含んで い る か ら こ そ、 タ ッ
ソ の 『 リ ー メ 』 は 皮 肉 に も 今 日 ま で輝 き を 保 っ て い る 。
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